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これからの季節は集中豪雨（梅雨）、台風等によ

り河川が増水しやすい時期となるため「６月～１０

月」の間を出水期として、洪水に対する備えをしま

す。 

国土交通省では洪水等の災害から国民の生命・財

産を守るため、災害が起きないよう様々な施策に取

り組んでいますが、皆さん一人ひとりが災害に対す

る意識を常に持っていただくことも大切です。 

自然への関心の高まりを受けて、気軽に身近で自

然豊かな河川を利用してレジャーを楽しむ人々が増

加しており、これに伴い河川における水難事故も多

発しています。 

川を安全に楽しむため注意していただきたい事が

あります。 

ＲＣＭの皆様も活動の際には増水等に注意してい

ただき、増水時には河川に近づかないなど無理をし

ない活動をお願いします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

RCM 事務局より  

冒頭の記事でもご紹介しましたが、梅雨、ゲリラ豪雨等による集中豪雨がいつ起きてもおかしくない時期に入ります。また、台風の接近、上陸に

よる暴風雨の確率も高くなってきます。今年は早くも現時点で台風は７号が発生しました。これまでも、この紙面で情報集の方法等をご紹介させて

頂いておりますが、災害に対する備えの気持ちは常に持っていて頂ければと思います。                  RCM 事務局山口   

一部内容を省略させていただいています。ご了承ください。 

相模川分科会 中谷様 
相模川右岸堤防・平塚市中堂地先川表道路にて、陥没箇所を数か所発見しました。

近隣地域住民・農業従事者・ベルマーレ関係の利用者などの通行人及び車両のため
に整備して頂きたいと思います。 

皆様からのご報告 
お待ちしています！ 

 

このような箇所も、地面が乾いてしまうと見過ごしてしまうことがあります。 

ＲＣＭの皆様からのご報告お願いします。 

京浜河川事務所では災害への備えとして、様々な災害用建設機械を配

備し、洪水が発生した際にはいつでも対応できるようメンテナンス・操

作訓練等を行っています。 

その中で、今回は排水ポンプ車をご紹介いたします。 

国土交通省では全国の各地方整備局に配備しており、災害が発生した際は、被災地での需要等を把握し、相互に応援

に向かうなど災害に対応しています。また、平成 23 年にタイで発生した洪水被害では、タイ王国政府に対する、排水

分野での日本政府の支援の一環として、排水ポンプ車の派遣も行いました。 

排水ポンプ車は、台風や梅雨時期などの大雨であふれた川の水をポン

プで吸い込み、家や道路などが水に浸かるのを防いだり、水に浸かって

しまった場合でも早く水を減らすために使用する車両です。 

管 轄 区 間 登録人数 報告人数 報告件数

鶴 見 川 下 流 6人 0人 0件

鶴 見 川 上 流 6人 0人 0件

多 摩 川 下 流 7人 0人 0件

多 摩 川 中 流 9人 0人 0件

多 摩 川 上 流 3人 0人 0件

相 模 川 7人 1人 1件

浅 川 8人 0人 0件

合 計 46人 1人 1件

概略仕様(45m3/min) 

・全長…8,990mm 
・全幅…2,490mm 
・全高…3,150mm 
・総排水量…45m3/min 
・排水距離…50m 
・排水ポンプ…6台 
 

概略仕様(30m3/min) 

・全長…7,570mm 
・全幅…2,240mm 
・全高…2,720mm 
・総排水量…30m3/min
・排水距離…50m 
・排水ポンプ…4台 
 

排水能力(30m3/min の場合) 

1 分間に 30m3 の水を排水で

きます。例えば 25m プールの

水を 13 分で空にする能力が

あります。 

ポンプの小型・軽量化 

従来は設置するのにクレーン

車が必要でしたが、ポンプの

小型・軽量化で人力で設置で

きるようになりました。部品の

中で、一番重いポンプを小型

化し、1 台辺りの重量を約

30kg にしました。 

災害対応：東日本大震災 

操作訓練 


